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新規検査項目のお知らせ 

 謹啓  

   時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

   平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

   さて、弊社では、皆様のご要望にお応えするため、業務拡大に努めて 

   おります。このたび、下記検査項目に於きまして、新規検査方法の追加を 

   いたしましたので、ご案内申し上げます。                 謹白                                              

記 

新規検査項目 

PD-L1/22C3 

 

※受託開始日 2017年5月1日 

  

 近年、様々な分子標的治療薬が臨床応用されており、それに伴い治療の適否にお

ける病理診断の重要性は益々高まってきています。肺癌領域においては、EGFR遺

伝子変異、ALK融合遺伝子などを指標とした個別化医療が行われています。 

 今回新規検査項目として開始する『PD-L1』検査は、現在注目されている、免疫

チェックポイント阻害剤『ペムブロリズマブ：商品名キイトルーダ‡Ⓡ』の非小細胞癌への

適応におけるコンパニオン診断薬として位置づけられています。 

 癌細胞には、人間がもつ免疫に対する抵抗する仕組みがあります。それは、免疫細

胞が発現する『PD-1』という物質と、癌細胞が発現する『PD-L1』という物質が結びつ

くことにより免疫細胞が癌細胞に対し攻撃をやめてしまう仕組みです。 

 PD-L1/22C3は、非小細胞癌患者における、免疫チェックポイント阻害剤『ペムブロ

リズマブ：商品名キイトルーダ』の適切な投与を実施するために行われる、タンパク免

疫染色（免疫抗体法）：病理組織標本作製の項目となります。 

 この度、アジレント・テクノロジー社（旧ダコ社）のPD-L1 IHC 22C3 pharmDx「ダコ」

が保険収載されましたので、受託開始のご案内をいたします。 
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検査項目名 PD-L1タンパク免疫染色 

検査方法 免疫組織化学染色法（免疫抗体法） 

基準値 （％） 

検査材料 

・ホルマリン固定組織 

・未染色スライド標本4枚 

 （コーティングガラス使用 / 切片：４～５μm厚） 

・ホルマリン固定パラフィン包埋ブロック（ＦＦＰＥ） 

 

＊固定条件は10％中性緩衝ホルマリンで12-72時間を目安   

として下さい。 

 

検体の保存方法 
 

室温 

所要日数 ７～１4日 

検査実施料  

検査判断料 
２，７００点 

平成29年5月 

◎ご連絡先 ㈱東京セントラルパソロジーラボラトリー   

  病理管理課 （ＴＥＬ）042-696-7003 
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